


　

四
季
を
通
し
て
全
国
の
各
地
で
執
り
行
わ
れ
て
い
る
日
本
の
祭
り
は
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
う
る
お
い
と
活
気
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
が
、
祭
り

の
中
で
も
春
の
豊
作
祈
願
祭
と
秋
の
収
穫
感
謝
祭
は
各
地
で
見
ら
れ
、
日

本
人
に
と
っ
て
は
原
風
景
と
も
言
う
べ
き
祭
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
の
古
き
事
を
記
し
た
書（
＝
古
事
記
）や
日
本
の
成
り
立
ち
に
つ

い
て
書
き
紀
し
た
も
の（
＝
日
本
書
紀
）に
よ
れ
ば
、
天
照
大
御
神
が
孫
の

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
に
地
上
に
降
り
て
こ
の
国（
＝
日
本
）を
治
め
、
天
上
界

で
育
っ
た
稲
を
地
上
に
植
え
て
実
り
豊
か
な
国
づ
く
り
を
す
る
よ
う
に
と

命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
天
孫
降
臨
の
神
話
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

現
在
で
も
そ
れ
を
受
け
継
い
で
、
天
皇
陛
下
が
自
ら
田
植
え
を
な
さ
れ
、

稲
を
刈
ら
れ
て
い
る
お
姿
を
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
で
拝
見
さ
れ
た
方
も
多

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
五
月
十
日
に
、
古
式
ゆ
か
し
い
御
田
植
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し

た
。
地
元
の
中
学
生
た
ち
が
歌
う
折
口
信
夫
作
詞
に
よ
る
御
田
植
歌
の
中

に
食お

す
く
に国
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。
天
皇
の
お
治
め
に
な
ら
れ
る
国
と

い
う
意
味
で
す
が
、
国
民
を
飢
え
さ
せ
ず
、
食
べ
る
の
に
困
ら
な
い
よ
う

に
す
る
国
づ
く
り
は
、
歴
代
の
天
皇
陛
下
の
大
切
な
お
務
め
の
一
つ
で
し

た
。
当
社
の
御
祭
神
で
あ
る
宇
迦
之
御
魂
神
は
天
照
大
御
神
の
御
心
に
添

い
、
稲
を
日
本
の
国
土
に
根
付
か
せ
て
、
稲
魂
の
作
用
に
よ
り
人
々
に
と
っ

て
命
の
根
と
な
る
大
切
な
稲
の
豊
か
な
実
り
を
も
た
ら
し
て
く
れ
て
い
る

非
常
に
重
要
な
御
働
き
を
な
さ
れ
て
い
る
神
様
で
あ
り
ま
す
。

　

田
植
え
を
す
る
時
期
は
さ
月
と
言
い
ま
す
し
、
稲
の
生
育
に
欠
か
せ
な

い
、
水
田
に
引
く
大
切
な
水
を
も
た
ら
す
こ
の
時
期
に
降
る
雨
を
さ
み
だ

れ
と
よ
び
、
田
植
え
を
す
る
若
い
女
性
は
さ
乙
女
で
、
植
え
る
苗
は
さ
苗

と
言
っ
て
い
ま
す
。「
さ
」
は
穀
霊
、
田
の
神
様
の
こ
と
で
す
が
、
庶
民
に

と
り
ま
し
て
は
宇
迦
之
御
魂
神
の
有
り
難
い
御
神
徳
の
こ
と
を
「
さ
」
と

呼
ん
で
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
各
地
の
農
村
部
に
は
、
春
に
な
る
と
山
の
神
が
里
に
降
り
て
き
て

田
の
神
と
な
り
、
人
々
の
農
作
業
を
見
守
っ
て
秋
の
収
穫
を
終
え
る
と
ま

た
山
に
帰
っ
て
い
く
と
い
う
信
仰
が
あ
り
ま
す
。
山
は
稲
を
も
た
ら
し
た

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
よ
う
に
、
神
々
が
降
臨
す
る
神
聖
な
所
で
あ
り
、
農

耕
に
欠
か
せ
な
い
水
の
源
が
あ
り
、
苦
労
を
重
ね
な
が
ら
水
田
を
切
り
開

い
て
い
っ
た
、
亡
く
な
ら
れ
た
私
た
ち
の
祖
先
の
霊
が
赴
く
所
と
も
信
じ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
昔
の
日
本
人
は
山
を
神
格
化
し
て
、
そ
こ
に
お
住
ま

い
に
な
る
田
の
神
様
の
力
を
授
か
り
、
稲
の
豊
作
を
祈
り
、
感
謝
を
さ
さ

げ
て
き
ま
し
た
。
古
く
は
お
む
す
び
を
山
の
形
に
似
せ
て
三
角
に
握
っ
て

い
た
こ
と
に
も
そ
れ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

笠
間
稲
荷
神
社
で
は
年
間
を
通
し
て
様
々
な
お
祭
り
を
執
り
行
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
一
つ
一
つ
に
私
た
ち
祖
先
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
に
も
ぜ
ひ
ご
参
列
い
た
だ
き
な
が
ら
、
日
本
人
と
し
て
の
大
切
な
心

を
感
じ
取
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

笠
間
稲
荷
神
社　

宮
司　

塙
東
男
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祭
事
予
定　

八
月

 
一
日 

本
社
御
田
植
祭

 
一
日 

事
比
羅
祭

 

一
日 
末
社
祭

 

六
日 
献
燈
祭

 

二
十
一
日 

旧
大
祓
式

◆
事
比
羅
祭
・
末
社
祭

　

八
月
一
日
に
は
、
境
内
に
鎮
座
す
る
「
事
比

羅
神
社
」・「
末
社
（
境
内
神
社
）」
の
例
祭
が

斎
行
さ
れ
ま
す
。
例

祭
は
そ
れ
ぞ
れ
の
神

社
が
鎮
座
さ
れ
た
日

に
斎
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
日
に
は
日
頃
か

ら
各
お
社
を
崇
敬
さ

れ
て
い
る
氏
子
、
崇

敬
者
が
集
い
祭
典
が

執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
祭
典
に
は
ど
な
た
で
も
ご
自
由

に
ご
参
列
頂
け
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
が
鎮

座
さ
れ
た
良
き
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
の
御

神
徳
を
頂
い
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

◆
献
燈
祭

　

献
燈
祭
は
、
我
々
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の

出
来
な
い
火
（
灯
）
に
感
謝
し
、
ま
た
火
が

災
い
の
元
と
な
ら
ぬ
よ
う
祈
願
す
る
と
共
に
、

我
々
の
祖
先
の
御
霊
を
慰
め
る
お
祭
り
で
す
。

　

当
日
は
、
境
内
の
石
燈
籠
や
釣
燈
籠
そ
し
て

皆
々
様
か
ら
奉
納
さ
れ
る
大
小
様
々
な
行
燈
全

て
に
灯
が
と
も
さ
れ
、
夏
の
暑
さ
が
和
ら
ぐ
夕

刻
の
浄
闇
に
浮
か
ぶ
灯
り
は
風
情
豊
か
で
あ

り
、
境
内
は
夜
遅
く
ま
で
参
拝
者
で
賑
わ
い
ま

す
。

　

ま
た
、
行
燈
の
奉
納
は
随
時
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。
詳
し
く
は
社
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

　

献
燈
料　

大
行
燈
…
一
万
円

　
　
　
　
　

中
行
燈
…
五
千
円

　
　
　
　
　

小
行
燈
…
一
千
円

事比羅祭・
末社祭

献燈祭
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祭
事
予
定　

十
月

 

四
日 

中
秋
祭

 

十
七
日 

神
嘗
奉
祝
祭

 
二
十
一
日 

菊
ま
つ
り
開
場
式

 

二
十
三
日 

尚
歯
祭

 

二
十
四
日 

講
社
大
祭

◆
中
秋
祭

　

末
社
内
の
月
読
神
社
の
祭
典
で
、
旧
暦
の

八
月
十
五
日
に
斎
行
致
し
ま
す
。
中
秋
の
名

月
を
見
ら
れ
る
日
に
斎
行
さ
れ
る
祭
典
で
あ

り
、
中
秋
の
名
月
を
観
賞
す
る
風
俗
は
平
安

時
代
に
伝
来
し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
農
民
の

間
で
は
農
耕
行
事
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
収
穫

の
感
謝
祭
と
し
て
の
意
味
を
持
ち
ま
し
た
。

祭
事
予
定　

十
一
月

 

三
日 

明
治
祭

 

三
日 

神
事
流
鏑
馬

 

十
五
日 

霜
月
祭

 

十
九
日 

舞
楽
祭

 

二
十
三
日 

新
嘗
祭
・
献
穀
献
繭
祭

中秋祭

神事流鏑馬

祭
事
予
定　

九
月

 

二
十
三
日 

秋
季
皇
霊
祭

 

二
十
三
日 
小
笠
原
流
弓
術
奉
納
式

 

二
十
九
日 
奉
納
　

 
 

横
綱
稀
勢
の
里
土
俵
入
り
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◆
神
事
流
鏑
馬

　

当
社
の
神
事
流
鏑
馬
は
、
稲
荷
大
神
様
に
縁
の
深
い
農
作
物

の
豊
凶
を
占
う
と
共
に
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
現
存
す
る
流
派

で
あ
る
、
小
笠
原
流
の
古
儀
古
術
を
保
存
す
る
為
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

当
日
は
、
弓
馬
術
礼
法
小
笠
原
教
場
一
門
を
は
じ
め
、
氏
子
や

古
武
道
振
興
会
の
有
志
、
地
元
小
学
生
等
の
奉
仕
に
よ
り
執
り

行
わ
れ
ま
す
。
境
内
で
の
安
全
祈
願
、
奉
納
奉
告
祭
の
後
、
笠

間
藩
弓
馬
訓
練
場
跡
で
あ
る
笠
間
小
学
校

前
ま
で
古
式
に
則
り
列
を
組
み
進
み
、
奉

納
さ
れ
ま
す
。

◆
舞
楽
祭

　

当
日
は
境
内
に
舞
殿
が
設
け
ら
れ
、
舞

人
が
神
前
に
舞
を
奉
納
致
し
ま
す
。

【
曲
目
】 

神　

楽　
「
浦
安
の
舞
」

 

　
　
　
　
「
悠
久
の
舞
」

 

祭
祀
舞　
「
豊
栄
の
舞
」

 

舞　

楽　
「
迦
陵
頻
」

◆
新
嘗
祭
・
献
穀
献
繭
祭

　
「
新
嘗
祭
（
に
い
な
め
さ
い
）」
は
、
宮
中
に
お
い
て
そ
の
年

の
新
穀
を
神
々
に
供
え
る
と
共
に
、
天
皇
陛
下
が
そ
の
年
の
新

穀
を
初
め
て
召
し
上
が
ら
れ
る
祭
典
で
す
。
全
国
の
各
神
社
に

お
い
て
も
新
穀
を
神
前
に
供
え
祭
祀
が
行
わ
れ
ま
す
。
当
社
で

は
、「
献
穀
献
繭
祭
」
と
称
し
、
新
穀
、
新
繭
が
神
前
に
供
え
ら

れ
る
他
に
、
献
穀
品
、
献
繭
品
の
品
評
会
が
実
施
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

舞楽祭

新嘗祭・
献穀献繭祭
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◆
鹿
島
祓

　
「
鹿
島
祓
」
は
、
当
社
独

特
の
祓
具
を
用
い
て
行
う

お
祓
い
で
す
。
こ
れ
は
、
現

在
の
宮
司
家
が
鹿
島
神
宮

よ
り
当
社
に
迎
え
入
れ
ら

れ
た
際
に
、
鹿
島
神
宮
の
祭

式
を
当
社
に
も
た
ら
し
た

こ
と
に
起
源
し
ま
す
。
当
日

は
、
拝
殿
、
楼
門
を
始
め
社

務
所
内
各
部
屋
に
至
る
ま

で
お
祓
い
を
し
ま
す
。

祭
事
予
定　

十
二
月

祭
事
予
定　

十
二
月

鹿島祓

 

二
十
二
日 
御
火
焚
串
炎
上
祭

 

二
十
三
日 
天
長
祭

 

二
十
八
日 

鹿
島
祓

 

三
十
一
日 

大
祓
式

御火焚串
炎上祭
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平
成
三
十
年
の
新
春
初
祈
祷
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

神
社
の
御
神
札
は
一
年
の
節
目
に
新
た
な
御
神
札
を
神
棚
に
お
祀
り
す
る

こ
と
が
古
く
か
ら
の
習
わ
し
で
あ
り
ま
す
。

　

新
年
に
向
け
て
気
持
ち
を
改
め
、
新
た
な
御
神
札
を
お
祀
り
致
し
ま
し
ょ

う
。
古
い
御
神
札
は
当
社
に
て
御
焚
き
上
げ
致
し
て
お
り
ま
す
。

※
楼
門
を
正
面
に
し
、
右
手
に
納
札
所
が
ご
ざ
い
ま
す
。

正月期間中は、当社参集殿前駐車場は使用出来ません。

駐車場の詳細はホームページをご覧下さい。お知らせ

◆
新
春
祈
祷
申
込

　

新
春
初
祈
祷
の
当
日
受
付
は
大
変
混
み
合

い
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
の
事
前
予
約
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

正
月
前
に
お
早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
▼
０
２
９
６
―
７
３
―
０
０
０
２

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.kasam

a.or.jp/

笠
間
稲
荷
神
社

検	

索

◆
祈
祷
時
間

　

一
月
一
日 

〇
時
〜
五
時

　

 

七
時
〜
十
七
時

　

二
・
三
日 

八
時
〜
十
七
時

　

四
〜
七
日 

八
時
〜
十
六
時

　

十
六
日
以
降 

七
時
四
十
五
分
〜
十
六
時

◆
祈
　
　
願

・ 

五
穀
豊
穣 

・
病
気
平
癒

・
家
内
安
全 

・
開
運
招
福

・
商
売
繁
栄 

・
身
体
健
全

・
交
通
安
全 

・
学
業
成
就

・
厄
除 

・
合
格
祈
願

・
方
位
除 

　
　
　
　

等
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笠
間
稲
荷
神
社
日
誌

平
成
二
十
九
年

◆
一
月

一
日	

歳
旦
祭

	

茨
城
日
産
自
動
車
㈱

	

八
千
代
講
・
髙
梨
講

	

藤
井
講
・
赤
坂
講

三
日	

元
始
祭

	

小
松
稲
荷
講

四
日	

㈱
サ
ン
ラ
イ
フ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

五
日	

釿
始
祭

	

根
崎
解
体
工
事
㈱

	

明
誠
講
・
野
尻
笠
間
講

	

東
芝
ラ
イ
テ
ッ
ク
㈱

	

　
鹿
沼
工
場

	

海
上
芋
苗
組
合

六
日	

Ｊ
Ｒ
水
戸
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
㈱

七
日	

昭
和
天
皇
祭
遥
拝
式

八
日	

穂
波
会
・
㈱
横
山
喜
惣
治
商
店

	

堀
川
観
光
・
東
毛
敬
神
講

九
日	

下
野
小
山
須
賀
笠
間
稲
荷
講

十
日	

初
事
比
羅
祭

	

笹
本
笠
間
稲
荷
講

十
一
日	

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
茨
城	

㈱

十
二
日	

笠
間
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
会
長
坂
倉
弘
國
様

十
四
日	

尖
閣
諸
島
安
全
祈
願
祭

	

野
田
市
信
栄
講

	

水
戸
好
文
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

	

　
会
長
藤
澤
利
枝
様

十
五
日	

古
札
炎
上
祭

	

㈲
秋
田
土
木
・
石
井
工
業
信
友
会

	

嶋
田
商
会･

キ
ャ
ラ
エ
ー
ピ
ー
㈱

	

那
珂
湊
笠
間
稲
荷
神
社
初
詣
の
会

	

　
会
長
中
曽
根
美
恵
子
様

十
六
日	

幸
手
講

二
十
日	

神
宮
大
麻
暦
頒
布
終
了
奉
告
祭

二
十
二
日	

御
本
殿
畳
奉
納
奉
告
祭

	
柏
崎
講
・
那
須
塩
原
市
商
工
会
高
林
支
部

二
十
三
日	

東
宝
上
町
講

二
十
五
日	

初
天
神
祭

	

井
沼
方
講

二
十
六
日	

防
災
訓
練

二
十
七
日	

旧
大
祓
式

	

笠
間
稲
荷
門
前
講

二
十
八
日	

旧
歳
旦
祭

	

麻
生
笠
間
講
・
正
徳
講
・
㈱
ナ
テ
ッ
ク

	

笠
間
稲
荷
神
社
敬
神
婦
人
会
　
会
長
塙
菊
枝
様

	

栗
原
史
恵
様

二
十
九
日	

下
三
ヶ
尾
笠
間
講

三
十
日	

山
高
野
講

◆
二
月

三
日	

節
分
追
儺
式

	

相
川
七
瀬
様

	

東
関
大
五
郎
様

	

振
分
精
彦
様

	

撒
豆
行
事
司
奉
仕

	

笠
間
友
部
街
商
組
合

	

石
の
葉
講
・
都
賀
町
講

四
日	

船
形
観
光
友
の
会
・
大
山
笠
間
講
・
房
地
組
合

五
日	

登
度
神
社
・
原
町
講
　
宮
司
星
次
百
太
郎
様

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
本
木
信
夫
様

	

弥
栄
講

六
日	

初
甲
子
祭

七
日	

北
方
領
土
返
還
祈
願
祭

	

野
内
組
稲
荷
講
・
堀
の
内
組

八
日	

針
供
養
祭

九
日	

サ
カ
イ
会
祈
願
会

十
一
日	

紀
元
祭

	

太
木
講

赤
字
⋮
祭
典
　
　
緑
字
⋮
行
事

青
字
⋮
結
婚
式

黒
字
⋮
講
中
参
拝
・
正
式
参
拝
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十
二
日	

初
午
大
祭

	

栃
木
笠
間
会
・
野
田
市
蕃
昌
笠
間
稲
荷
講

	
鶴
ヶ
丸
講
・
並
木
町
笠
間
講
・
下
古
山
講

	

川
上
実
行
組
合
・
取
手
市
機
械
工
業
会

	

旭
市
奉
賛
会
網
戸
中
宿
稲
荷
講

十
三
日	

船
形
笠
間
稲
荷
講

十
四
日	

祈
年
祭
・
初
穂
講
大
祭

十
九
日	

中
峰
笠
間
講

二
十
日	

中
野
台
笠
間
講

二
十
二
日	

野
田
七
親
講

二
十
四
日	

豊
田
稲
荷
講

二
十
五
日	

結
婚
式
　
田
所
家
・
野
溝
家

	

平
成
三
年
度
笠
間
中
学
校
第
四
十
五
回
卒
業
生

	

森
ノ
根
稲
荷
講

二
十
六
日	

元
町
笠
間
稲
荷
講
・
下
落
合
笠
間
稲
荷
講

二
十
七
日	

兵
庫
県
神
社
庁
　
参
事
大
部
昭
彦
様

二
十
八
日	

大
相
模
笠
間
講

◆
三
月

二
日	

当
社
責
任
役
員
会
・
総
代
会

四
日	

五
色
百
人
一
首
茨
城
大
会
　
代
表
桑
原
和
彦
様

五
日	

笠
間
稲
荷
高
柳
講
・
川
口
商
栄
講

八
日	

旧
初
午
大
祭

	

向
町
笠
間
講
・
阿
字
ヶ
浦
講

	

阿
字
ヶ
浦
西
久
保
稲
荷
講
・
心
和
講

十
二
日	

絵
馬
祭

	

絵
馬
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

十
六
日	

護
王
神
社
　
宮
司
大
室
隆
紀
様

十
七
日	

柳
沢
胡
桃
下
稲
荷
講

十
八
日	

義
正
会

二
十
日	

春
季
皇
霊
祭
遥
拝
式

二
十
五
日	

㈱
加
藤
物
流

二
十
六
日	

幸
栄
親
睦
会

三
十
一
日	

新
入
職
員
入
社
式

◆
四
月

一
日	

新
入
職
員
入
社
奉
告
祭

三
日	

神
武
天
皇
祭
遥
拝
式

六
日	

笠
間
市
倫
理
法
人
会

	

　
会
長
本
間
令
子
様

七
日	

甲
子
祭

九
日	

例
大
祭

	

東
京
笠
間
講

十
五
日	

東
京
丸
佐
講

十
七
日	

秩
父
親
和
講

十
八
日	
明
治
神
宮
崇
敬
会
飯
能
支
部
婦
人
部

	
　
婦
人
部
長
　
沢
辺
早
苗

二
十
二
日	

東
京
月
島
笠
間
稲
荷
講

二
十
三
日	

東
京
紋
三
郎
講

二
十
九
日	

昭
和
祭

	

東
京
笠
間
報
恩
講

◆
五
月

一
日	

結
婚
式
　
秦
家
・
水
野
家

十
日	

御
田
植
祭
奉
告
祭

	

御
田
植
祭

十
六
日	

本
宮
祭

十
七
日	

本
宮
祭

十
八
日	

本
宮
祭

二
十
日	

東
京
胡
桃
講

二
十
一
日	

小
鹿
野
笠
間
講

二
十
八
日	

植
樹
祭
奉
告
祭

二
十
八
日	

桜
森
稲
荷
神
社
氏
子
平
桜
会

	

責
任
役
員
小
杉
裕
治
様

◆
六
月

三
日	

春
日
大
社
　
宮
司
花
山
院
弘
匡
様

四
日	

東
京
あ
づ
ま
講

	

長
江
建
材
工
業
㈱

六
日	

甲
子
祭

	

エ
チ
オ
ピ
ア
駐
日
全
権
大
使

	

　
チ
ャ
ウ
・
ウ
ガ
ラ
・
ウ
リ
ヤ
ト
ゥ
様

	

　
大
使
夫
人

	

　
　
ヘ
イ
マ
ノ
ッ
ト
・
ゼ
リ
フ
ン
・
ウ
ォ
ル
ク
様

十
日	

結
婚
式
　
飯
村
家
・
鈴
木
家

	

結
婚
式
　
平
沢
家
・
星
家

十
一
日	

初
雁
興
業
㈱

十
六
日	

結
婚
式
　
村
田
家
・
山
内
家

二
十
六
日	

車
の
茅
の
輪
く
ぐ
り

三
十
日	

大
祓
式
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日本の心を大切に、想い出に残る神前結婚式
笠間稲荷神社の御祭神・宇迦之御魂神は、生命の根源を掌る「いのち」の根の神様でございます。
神前結婚式は、代々受け継がれてきた「いのち」を、これより後もつないでいく約束をする、
新郎新婦お二人の人生の大切な節目です。

初　穂　料：亀式5万円（雅楽生演奏1名）、鶴式10万円（雅楽生演奏3名、巫女舞あり）
挙　式　場：社務所内・儀式殿（見学可）、拝殿挙式は斎行致しておりません。
設　　　備：披露宴・パーティー会場は併設しておりません。控え室ご両家各1室、更衣室1室使用可。
撮　　　影：境内撮影自由、挙式中の撮影は一部制限があります。撮影用の椅子等の貸出は不可。
衣　装　等：和装・洋装の決まりはありません。衣装はご自身でご用意下さい。
参　列　者：基本的に親族のみ可、新郎新婦含む30名以内は規定初穂料にて斎行、31名以上は1名毎500円増。
　　　　　　挙式参列可能人数は両家各18名まで、直会は60名程度まで対応可。いずれも要相談。
挙 式 時 間：亀式1時間、鶴式1時間15分程度。祭典日を除き9時～15時の間の希望時間より斎行可。

＜お問い合わせ＞　笠間稲荷神社社務所　崇敬係（すうけいかかり）  
　　　　　　　　　　　 ☎0296(73)0001　9:00～16:00
結婚式のお申し込み・式場のご見学・ご相談等でご来社の際は、前日までにご連絡下さい。
祭事等の都合によりご案内致しかねる場合がございますので、ご理解ご協力をお願い申し上げます。

稲荷大神様の御加護の下、ご両家の絆を固く結び、
お二人の末永いお幸せを心よりお祈り申し上げます
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ご案内
笠間稲荷神社

月
詣
り

当
社
に
は
「
月
詣
り
」
を
さ
れ

る
崇
敬
篤
い
方
が
大
勢
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
月
詣
り
と
は
、

月
毎
に
大
神
様
の
御
加
護
を
受

け
、
前
月
よ
り
の
平
穏
無
事
を

感
謝
し
、
新
た
な
御
神
徳
を
頂

く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
月
詣
り

の
方
に
は
季
節
の
花
の
色
を
表

し
た
御
幣
を
授
与
し
て
お
り
ま

す
。
ど
の
月
か
ら
で
も
始
め
て

頂
け
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
受
付
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

祈
祷
案
内

七
五
三
詣
り

　

こ
の
行
事
は
、
古
く
子
供
が
成

長
す
る
過
程
で
行
わ
れ
て
い
た
髪

置（
か
み
お
き
）・
袴
着（
は
か
ま

ぎ
）・
帯
解（
お
び
と
き
）と
い
っ

た
通
過
儀
礼
が
起
源
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
大
神
様
の
御
加
護
に
よ

り
、
お
子
様
が
今
ま
で
無
事
に
過

ご
し
て
き
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
、

今
後
も
健
や
か
に
成
長
す
る
事

を
ご
家
族
皆
様
で
ご
祈
念
下
さ

い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
予

約
も
お
受
け
致
し
て
お
り
ま
す
。

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.kasam

a.or.jp/

奉
納
募
集

当
社
で
は
威
儀
物
や
祭
典

に
用
い
ら
れ
る
祭
具
の
ご
奉
納

を
お
受
け
致
し
て
お
り
ま
す
。

ご
奉
納
頂
け
る
方
は
笠
間
稲

荷
神
社
社
務
所
ま
で
ご
相
談
下

さ
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
ご
奉

納
頂
き
ま
し
た
ご
崇
敬
者
の
皆

様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

笠
間
稲
荷
神
社

検 

索
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御
祈
祷

　
「
祈
祷
」
と
は
、
お
賽
銭
を
入
れ
て
拝
礼
す
る
略
式
参
拝
に
対
し

て
、
社
殿
に
上
が
り
祈
願
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

子
授
け
や
安
産
祈
願
、
初
宮
詣
、
七
五
三
な
ど
の
人
生
儀
礼
、
節
分

の
と
き
の
厄
除
祈
願
な
ど
の
年
中
行
事
等
、
多
種
多
様
に
あ
り
ま

す
。
当
社
で
は
、
各
種
ご
祈
祷
・
ご
祈
願
を
随
時
承
っ
て
お
り
ま
す
。

当
社
に
お
い
て
随
時
行
っ
て
い
る
御
祈
祷
に
つ
い
て
ご
案
内
致
し
ま
す

㊀ 

午
前
八
時

㊁ 

午
前
九
時

㊂ 

午
前
十
時

㊃ 

午
前
十
一
時

㊄ 

正
午

㊅ 

午
後
一
時

㊆ 

午
後
二
時

㊇ 

午
後
三
時

㊈ 

午
後
四
時

開
始
時
間

　

御
祈
祷
は
次
の
時
間
に
執
行
い
た
し
ま
す
。

※ 

お
正
月
、
節
分
、
初
午
、
例
大
祭
な
ど

　

祭
礼
時
は
右
記
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

御
祈
祷
の
流
れ 

※ 

御
祈
祷
予
定
時
間
の
十
分
前
に
は
、
必
ず
御
祈
祷
控
え
室
に

お
集
り
く
だ
さ
い
。

　

御
祈
祷
受
付
所
に
て
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、
窓
口
へ
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　

お
申
込
受
付
後
、
御
祈
祷
を
受
け
ら
れ
る
ま
で
控
え
室
で

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

時
間
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
、
係
の
者
が
案
内
に
参
り
ま
す
。

　

拝
殿
へ
ご
昇
殿
し
て
い
た
だ
き
、
御
祈
祷
を
執
り
行
い
ま
す
。

　

直
会
処
に
て
御
神
礼
を
お
受
け
下
さ
い
。
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◎
ご
不
明
な
点
は
、
社
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
【
電　
　
　
　

話
】
０
２
９
６
―
７
３
―
０
０
０
１

◎ 

当
日
ご
来
社
し
て
か
ら
で
も
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
が
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
予
約
も
承
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
予
約
は
遅
く
と
も
二
日
前
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
【
Ｆ　

Ａ　

Ｘ
】
０
２
９
６
―
７
３
―
０
０
０
２

　
【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】http

://w
w
w
.kasam

a.or.jp
/

一
、
個
人
祈
祷

 

五
千
円
、
七
千
円
、
一
万
円
、
二
万
円
以
上

一
、
特
別
祈
祷

 

太
々
御
神
楽 

納
金　

十
万
円

 
　

二
十
名
ま
で
を
一
座
と
し
ま
す
。

 

　

但
し
、
一
名
増
す
毎
に
納
金
は
五
千
円
増
。

 

大
祈
祷 
納
金　

五
万
円

 

　

二
十
名
ま
で
を
一
座
と
し
ま
す
。

 

　

但
し
、
一
名
増
す
毎
に
納
金
は
二
千
五
百
円
増
。

 

　

 

太
々
御
神
楽
奉
奏
・
大
祈
祷
式
を
執
行
せ
ら
れ
る
時
は
、

日
時
を
定
め
一
週
間
以
前
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

一
、
講
中
（
団
体
）
祈
祷

 

十
二
名
以
上
を
以
て
組
織
し
、

 

一
人
当
り　

鶴
式
…
二
千
円
・
亀
式
…
一
千
五
百
円
。

  

一
、
御
分
霊
授
与
初
穂
料

 

五
万
円
以
上

  

一
、
結
婚
式
規
定

 

鶴
式
納
金
…
十
万
円
・
亀
式
納
金
…
五
万
円

※
祈
祷
時
間
… 

午
前
八
時
〜
午
後
四
時

　
　
　
　
　
　

毎
時
間
に
昇
殿
祈
祷
。

本
社
祈
祷
式
規
定

神
楽
舞
奉
奏

撤
下
品
一
覧

・ 

初
穂
料
三
万
円
以
上
お
納
め
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
ご
希
望
に

よ
り
浦
安
の
舞
を
御
奉
奏
致
し
ま
す
。

『
浦
安
の
舞
』

　

 　

浦
安
の
舞
は
昭
和
天
皇
の
御
製
で
、
昭
和
十
五
年
、
紀
元

二
六
〇
〇
年
を
奉
祝
致
し
ま
し
て
、
元
宮
内
庁
楽
部
楽
長
多
忠

朝
が
謹
作
、
振
付
し
た
も
の
で
す
。

・
初
穂
料
五
千
円
…
掛
軸（
小
）、
大
神
供

・
初
穂
料
七
千
円
…
掛
軸（
小
）、
御
神
酒
、
太
々
神
供

・
初
穂
料
一
万
円
… 

と
ろ
ろ
昆
布
、す
る
め
、掛
軸（
大
）、御
神
酒
、

太
々
神
供
、
祝
詞

・
初
穂
料
二
万
円
… 

わ
か
め
、と
ろ
ろ
昆
布
、す
る
め
、掛
軸（
大
）、

御
神
酒
、
太
々
神
供
、
祝
詞

・
初
穂
料
三
万
円
… 

わ
か
め
、と
ろ
ろ
昆
布
、す
る
め
、掛
軸（
大
）、

御
神
酒
、
太
々
神
供
、
祝
詞

・
初
穂
料
五
万
円
以 

上
…
わ
か
め
、と
ろ
ろ
昆
布
、す
る
め（
二
枚
）、

掛
軸（
大
）、
御
神
酒
、
太
々
神
供
、
祝
詞

・
講
中（
金
記
）…
…
掛
軸（
小
）、
大
神
供

・
講
中（
鶴
式
）…
…
掛
軸（
小
）、
大
神
供

・
講
中（
亀
式
）…
…
大
神
供
、
御
神
影

・
太
々
御
神
楽
…
…
大
神
供

・
大
祈
祷
…
…
…
…
掛
軸（
小
）、
大
神
供
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Ｑ  

神
棚
の
ま
つ
り
方
を
教

え
て
下
さ
い
。

Ａ   

神
棚
は
家
の
清
浄
な
と

こ
ろ
に
、
南
又
は
東
向

き
に
設
け
神
宮
大
麻
を

始
め
、
氏
神
さ
ま
や
崇

敬
し
て
る
神
社
の
御
神

札
を
、
毎
年
正
月
に
新

し
く
受
け
て
お
ま
つ
り

し
て
下
さ
い
。

 
 

神
棚
は
い
つ
も
清
ら
か

に
し
て
お
き
、
月
末
に

は
お
掃
除
に
こ
こ
ろ
を

込
め
、
年
末
に
は
特
に

て
い
ね
い
に
し
て
、
改

ま
る
月
、
新
し
き
年
を

お
迎
え
く
だ
さ
い
。

Ｑ  

御
神
札
は
ど
の
よ
う
に
ま
つ
れ
ば
良
い
で
す
か
？

Ａ   

横
に
並
べ
て
ま
つ
る
時
は
、
中
央
に
神
宮
大
麻
、
向
か
っ
て
右

に
氏
神
社
、
左
に
崇
敬
社
の
御
札
を
奉
安
し
、
一
つ
に
重
ね
て

ま
つ
る
際
は
表
に
神
宮
大
麻
そ
の
次
に
氏
神
社
、
そ
の
又
次
に

崇
敬
社
の
御
札
を
お
ま
つ
り
下
さ
い
。

その他、ご質問等ございましたら、
神社社務所までお問い合わせ下さい。

笠間稲荷神社社務所
☎０２９６（７３）０００１

Ｑ  

お
供
え
も
の
は
何
が
良
い
で

す
か
？

Ａ   

日
々
の
供
物
は
米
と
塩
と
水
の

三
つ
を
、
特
別
な
日
に
は
こ
の

ほ
か
に
酒
、
乾
物
、
野
菜
、
果

物
等
旬
の
も
の
や
初
も
の
な
ど

を
お
供
え
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 

お
供
え
し
た
も
の
は
ご
家
族
で

召
し
あ
が
り
神
さ
ま
の
御
神
徳

を
授
か
り
ま
し
ょ
う
。
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